
他 誌 発 表   

「重症で新感染症の可能性も考えられる感染症に対す  

る地研の対応」  水口康雄，小倉 誠：厚生科学研究費補助  

金研究報告書（地方衛生研究所における感染症サーベイランス情  

報の解析に関する研究）頁29－55，2000   

感染症新法が施行されたが，感染症によってはその病原体診断  

についてどの研究所が受け持つか必ずしも明らかになっていない  

ものが存在する。1類感染症や新感染症を疑わせる症例が発生し  

たとき，各地研はどのように対処するつもりであるかをアンケー  

ト方式で調査した結果について報告した。  

パルスフィールド電気泳動による病原細菌の分子型別  

の標準化に関する研究  水口康雄，小岩井健司：厚生科学  

研究補助金研究報告書（科学的根拠及び情報を提供する地方衛生  

研究所の試験機能の強化に関する研究）頁8996，2000   

異なる研究室で行われるパルスフィールド電気泳動の結果をネッ  

ト上で比較するために，食品媒介感染症の原因微生物，10菌種  

について，電気泳動方法の標準化案を作成した。  

千葉県柏市で発生したボツリヌス食中毒事例について  

内村眞佐子．小岩井健司，門間千枝1－，柳川義勢1）：病原微生物検  

出情報．21：8－9，2000   

平成11年8月6日，ボツリヌスによる食中毒事例が発生した。  

そこで原因食品と思われる「ハヤシライスの具」を回収し検査を  

行い，A型ボツリヌス薗を検出した。本菌は，PCR法による毒  

素遺伝子検査でAおよびB型毒素遺伝子の保有が確認され，“Bサ  

イレント”株であることが判明した。  

1）東京都立衛生研究所  

千葉県における無症状病原体保有者を主としたEH≡C  

（026）による集団発生事例  内村眞佐子，小岩井健司．木内  

良春1），保田優子2）：病原微生物検出情報，20：301－302，1999  

1999年9月に，W町の保育園児を中心に，腸管出血性大腸菌  

026：Hllによる集団感染事例が発生した。本事例の菌陽性者数  

は13名であったが，初発患者以外の12名はすべて自覚症状がな  

い無症状病原体保有者であった。事例の概要と分離菌株の性状に  

ついて報告した。  

1）安房保健所，2）安房保健所鴨川地域保健センター  

便からのペロ毒素の検出法  内村眞佐子：検査と技術：  

28：231－236，2000   

ベロ毒素のスクリーニング試験法について解説した。試料調整  

法としてコロニー掻き取り法および液体培養法，検査法としてラ  

テックス凝集法，PCR法およびイムノクロマト法等についてそ  

の検出限界，有効性，評価等についての知見を紹介した。  

MdecLJar typing of AspergiIIus Section FIaviby nlitocrqK）－  

ndriaJcytocrYOrTC b gene arlaJysis  Yokoyamal），K．，  

WangL），L．，Takahashi，H．，Kase，N．，Miyaji，M．‖，Nishimura，  

K．1）：Mycotoxins，49，2733（1999）  

1）千葉大真菌医学研   

」岬e愕〃h∫∫ec／わ朋召βVパま、」．ガロVlノ▲9や」．クdrα∫J血′∫のアフラ  

Ⅳ 研究発表   

1．他誌発表（抄録）  

インフルエンザとインフルエンザワクチン  水口康雄：   

ヒゲイア．9，67，1999  

医師（千葉県医師国保組合の機関誌）を対象にインフルエンザ   

そのワクチンについて解説を行った。近年の話題であるトリ型イ   

ンフルエンザウイルスのヒトへの感染，高齢者のインフルエンザ   

の危険性，新しい迅速診断法，インフルエンザ脳炎・脳症などに   

ついて説明し，ワクチンの接種対象が学童から高齢者や医療関係   

者等へ変わった理由，さらに抗インフルエンザ剤であるアマンタ   

ジンやザナミビルについて紹介した。  

感染症一現状と予防  水口康雄：アンテナ千葉，66，2  

3，1999  

感染症について，一般の読者を念頭に置いて，感染症とはどの   

ようなものか？予防するには？発病した際の心構え，新興感染症  

r二は？感染防止の必要性，感染症新法の概略，等について解説を   
行った。  

我が国におけるパルスネット構築のための緊急研究   

総括研究報告書，水口康雄：平成10年度厚生科学研究費補助金   

研究報告書（我が国におけるパルスネット構築のための緊急研究）   

貞1－5，1999  

食品流通の広域化に伴い，自治体を越えて同一汚染食品による   

diffuse outbreakが起こるケースが目立つようになってきた。こ   

のoutbreak検出のためコンピューターネットワーク上で分離さ   

れた原因微生物のパルスフィールド電気泳動パターンを比較する   

いわゆるパルスネットの構築の可能性について，研究班による研   

究結果をまとめたものである。そのためには，いくつかの条件を   

クリアする必要があることが結論づけられた。  

我が国におけるパルスネット構築のための緊急研究  

rA群レンサ球菌） 水口康弘小岩井健司．内村眞佐子，   
小倉 誠．三瓶憲一，市村 博：平成10年度厚生科学研究費補   

助金研究報告書（我が国におけるパルスネット構築のための緊急   

研究）頁73－81，1999  

A群レンサ球菌についてパルスフィールド電気泳動を行う際の   

条件の検討を行い，制限酵素としては∫m〟Ⅰと即Ⅰの2種類を使う   

のが望ましいこと，等の結論を得た。  

結核菌の臨床分離株を用いたRFJP分析に関する研究   

水口康雄，岸田一則：平成11年度厚生科学研究費補助金研究報   

告書（薬剤耐性結核のサーベイランス，耐性の分子機構および多   

剤耐性結核の治療に関する研究）頁15－20，2000  

千葉県下で発生した結核の集団発生あるいは散発の事例につい   

て，薬剤感受性試験と分子遺伝学的解析を行った結果について報   

告した。このうちあるケースは多剤耐性菌によるものであること   

が明らかになった。またRFLP分析法以外の方法についても検討   

を行い，その有用性について考察を行った。  
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トキシン産生菌種に加え，醸造に用いられる麹菌を含む重要な一  

群をなしている。それらの種は極めて近接していることから，近  

年，分子生物学的手法を用いた同定，あるいは類縁関係の検討が  

試みられている。今回，チトクロームbの遺伝子解析を用い検討  

を加えたところ，形態学，生理学的性状による同定結果とほぼ一  

致した。  

DistrhJtkxlarld cIwacterizaticn of aflatoxinlrOdJ：ing  

山1由hsugarcane，Peards，ardgreencoffeefrαnVietnam  

Takahashi，H．，Kase．N．，Yazaki，H．，Ichin（光，M．1）：Proceeding  

OfInternationalSymI氾Sium of Mycotoxicology，99，263－  

266（1999）  

1）東京家政大学   

ベトナム産サトウキビ，落花生，グリーンコーヒーのアフラト  

キシン産生菌の分布について検討を行った。落花生やグリーンコー  

ヒーからはアフラトキシンB群産生」．ガdV〟∫のみしか検出されな  

かったが，サトウキビからはそれに加えA舛m油血沌分離され  

た。  

Crwacterizatbrlard separatkx10f afIatoxini）rOCLJChg  

ful感isdated frcm sugarcane 市eld h tlqe soLhlerrYTY）St  

isJarYB ofJapan Takahashi，H．，Kamimura，H∴lchinoe，  

M．2）：Mycotoxins，49，39－43（1999）  

1）都立衛生研究所  2）東京家政大   

本邦南西諸島のサトウキビ畑土壌や収穫したサトウキビから，  

典型的なAメbⅦに加え，非典型的なAメhⅦと」．ク〟rα∫〟k〟∫を  

含む多様なアフラトキシン産生薗が分離された。それらは極めて  

近接した種であったが，主に走査型電顕による分生子の形態観察  

やカビ毒産生性の組み合わせから，4群に類別できた。この様な  

アフラトキシン産生カビの多様性は他で報告されていないことか  

らサトウキビの栽培との関連性が示唆された。  

リンゴ青カビ病Pe〃わiJJi〟椚以pd〃∫〟椚の生育特性と果実  

分解酵素の生産性  木村聡一郎1），大野信子2），福田晴美2），  

高橋治男，篠山浩文1），藤井貴明1）：食品微生物学雑誌，16，171－  

179（1999）  

1）千葉大園芸学部  2）和洋女子大  

リンゴ果実の腐敗カビであるP．e準β〃∫〟別による糖質関連炭素源  

の利用性について調べた。供試株は，いずれもグルコースの利用  

性が比較的低く，ペクチン，キシラーゼ，リンゴ酸の利用性に優  

れていた。また，これらの株はいずれもペクテナーゼ，キシラナー  

ゼ，セルラーゼなどを誘導的に生成した。これらの性質は，この  

カビがリンゴ果実を優先的に腐敗することと深く関連しているこ  

とを示唆した。  

修学旅行中の小型球形ウイルスによる食中毒事例  

篠崎邦子，岡田峰幸，海保郁男，内藤秀樹1），中尾敦子1），中井定  

子1）：病原微生物検出情軌 2011，270～271，1999  

1999年5月中旬，千葉県内の′ト学校3校で，N市への修学旅  

行から帰宅後急性胃陽炎症状を示す集団発生がみられた。3校は  

共通してN市の同一施設を利用していた。平均潜伏時間は35時間，  

発病率は児童61％（174／285），職員68％（13／19）であった。  

患者便33名では，EM，PCRともに高率に／ト型球形ウイルス（SRSV）  

を検出し，遺伝子解析から検出ウイルスはGIのChiba Virus近似  

の株であった。調理従事者の便7名中EMで2名PCRで4名のGI  

陽性であった。食品5検体のPCRで陽性がみられたが確認検査  

は陰性であった。  

1）栃木県保健環境センター  

千葉県における紅斑熱群リケッチア症とその発生状況  

海保郁男，水口康雄：病原微生物検出情報，20（9），214－215，  

1999   

千葉県で最初に紅斑熱群リケッチア症患者が確認された1987  

年から1998年までの年別，地域別患者発生状況について述べる  

と共に，ダニについて媒介種と考えられるものについて若干の考  

察を行った。  

オゴノリ中に5一リポキシゲナーゼは存在するが，調  

理，胃酸により失活する 佐二木順子‥J．HealthSci．45‥ 一l  

lOO104（1999）   

オゴノリ中の5－1ipoxygenaseの存在を確認するため，本酵  

素の賦括剤ならびに阻害剤を用いて反応生成物であるLTB4濃  

度の変化を調べた。中毒者を出した種類のオゴノリ（Gr（7C∫／βrf〟－  

d∫～dJ血）は賦括剤ならびに阻害剤に良く反応したが，オゴノリ  

を加熱したり，胃酸に相当するpH下で反応させると反応しなく  

なった。以上の結果から以下の点が示唆された。オゴノリを湯通  

ししたり，オゴノリが胃酸に触れると5－1ipoxygenaseは失活  

するためLTB4は生成されない。しかし，オゴノリの細胞壁は  

軟化し，オゴノリからのLTB4の抽出効率が高まるため，湯通  

しオゴノリを食べた場合，胃内におけるLTB4濃度が高まる可能  

性がある。  

Acid treatrrcntincreasedJetJ（Otriene84h廿℃red aJga，  

Gracilariaasiatica（＝vemJCOSa）． JunkoSajiki：Fisheries  

■■ヽ   Sci．，65：914－918（1999）  

湯通し後，酢と同濃度の酢酸を添加したオゴノリに胃酸と同等  

pHの塩酸（0．03M）を添加し，37℃で振とうさせた場合のエイ  

コサノイドの変化を調べた結果，非処理のものに比べ，1eukotriene  

B4（LTB4）濃度が高まった。生体内ではLTB4は強い細胞遊  

走能を示すため，今回確認されたLTB4の高まりは，オゴノリに  

よる食中毒の原因を究明する上で重要な所見と考えらゎた。  

2．学会発表（口演，示説等の抄録）   

ComTulity structLre Of hard ticks of the gerNS Haem－  

qphysa］is m pants． T・Tsun（da and K・Mori：4thInter  

nationalSymposium on Population Dynamics of Planし  

Inhabiting Mites，1999．5．1014，Kyoto   

千葉県南部に生息するマダニの植物上での群集構造について解  

析した。マダニの活動期間，利用した植物種，待機高に関してニッ  

チ幅，ニッチ重複度を求めた結果，同一の植物で待機するにも関  

わらず，待機する時期と高さを分けていることが示唆された。  

一56－   




